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2026.3/22（日）14:30開場 ｜ 15:00開演

水戸芸術館コンサートホールATM
料金［全席指定］一般4,000円／U-25（25歳以下）1,500円 
※U-25チケットの取り扱いは水戸芸術館のみ

チケット発売：2025.11/29（土）
財団運営維持会員：11/24（月・振休）
水戸芸術館メンバーズ：11/26（水）

※ 会員先行予約がありますので、一般発売日の時点で水戸芸術
館取り扱い分が終了している場合があります。

先行予約
※ 電話・WEB
予約のみ

小菅 優「ソナタ・プロジェクト」 Vol .4（最終回）
モーツァルト：ピアノ・ソナタ 第18番 ニ長調 K.576

ウェーバー：ピアノ・ソナタ 第4番 ホ短調 作品70

シューベルト：ピアノ・ソナタ 第21番 変ロ長調 D960

“Sonata Project ”
Vol.4 (Final)
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T a s o g a r e

Yu Kosuge



◎公演の内容や出演者は、変更になる場合があります。◎車椅子のお客様、盲導犬、介
助犬同伴のお客様は、お座席へのスムーズなご案内のため、予約時にお知らせください。
◎未就学児のご入場はご遠慮ください。◎公演中止の場合を除き、一度購入されたチケッ
トの払い戻し、交換等はお受けできませんのでご了承ください。 

●  U-25チケットのご案内（枚数限定）
◎25歳以下の方が対象のお得なチケットです（未就学児入場不可）。◎ご購入いただきまし
たご本人様のみご利用いただけます。◎当日ご入場の際には、年齢を証明するものが必
要となります。

［ 交通のご案内 ］
JR常磐線水戸駅北口より、バスターミナル4～7番のりばから泉町1丁目下車、徒歩2分。

［ チケットの取り扱い・お問い合わせ ］
●水戸芸術館 ｜ 営業時間 9:30～18:00／月曜休館

・エントランスホール内チケットカウンター 
・チケット予約センター：TEL.029-231-8000 
・ウェブ予約：https://www.arttowermito.or.jp/ticket/
● e+（イープラス）：https://eplus.jp（PC・携帯）

●かわまた楽器店：TEL.029-226-0351
●  ヤマハミュージックジャパン水戸店 

TEL.029-244-6661（店頭販売のみ）

e+（イープラス）

ウェブ予約

水戸芸術館　　〒310-0063 水戸市五軒町1-6-8　TEL.029-227-8111　https://www.ar ttowermito.or.jp/

小菅優が満を持して取り組んできた「ソナタ・プロジェクト」
最終回は、大作曲家たちの晩年の境地に到達します
　大絶賛を博したベートーヴェンの「ピアノ・ソナタ全
曲シリーズ」の後、水・火・風・土の4元素に基づいた 
「Four Elementsシリーズ」を自ら企画し、鋭く、深く
音楽を掘り下げてきた小菅優が、2023年からピアノ・
ソナタをテーマとする「ソナタ・プロジェクト」をスター
トさせました。
　バロック時代から現代まで、様々な作品に彩られた 
ソナタの歴史を俯瞰し、小菅優ならではの視点で各回
のプログラムを構成。これまでに「開花」「夢・幻想」
「神秘・魅惑」というテーマで、大作曲家たちのソナタ
の創作に迫ってきました。
　最終回は「黄昏」。モーツァルト、ウェーバーの晩年
の傑作を経て、ピアノ・ソナタというジャンルのひとつ
の金字塔とも言えるシューベルトの最後のソナタに到
達します。この偉大な作品をゴールに見据えてプロ
ジェクトに取り組んできた小菅優は、どのような境地
に至るのでしょうか。

小菅 優 ピアノ Yu Kosuge, Piano

　9歳より演奏活動を開始し、2005年カーネギーホールで、翌2006年にはザルツブルク音楽祭でそれぞれリサイタル・
デビュー。ドミトリエフ、デュトワ、小澤征爾、ノリントン、オラモ、ノットらの指揮でベルリン響、フランクフルト放送
響、シュトゥットガルト放送響、BBC響、NDRエルプフィルなどと共演。2010年ザルツブルク音楽祭で、ポゴレリッチ
の代役としてヘレヴェッヘ指揮カメラータ・ザルツブルクと共演。2010年より2015年3月まで、東京、大阪でベートー
ヴェンのピアノ・ソナタ全曲演奏会（全8回）を行った。録音は、ソニーから発売している「ベートーヴェン：ピアノ・ソナ
タ全集」、小澤征爾指揮水戸室内管弦楽団との「メンデルスゾーン：ピアノ協奏曲第1番他」をはじめ数多い。第13回
新日鉄音楽賞、第17回出光音楽賞などを受賞。2014年に第64回芸術選奨音楽部門文部科学大臣新人賞、2017年
第48回サントリー音楽賞受賞。2023年よりピアノ・ソナタに焦点をあてた新プロジェクトを始動。
　水戸芸術館ではリサイタル、前述の水戸室内管弦楽団との共演のほか、新ダヴィッド同盟のメンバーとしても定期的
に演奏活動を行っている。

　ついにソナタ・シリーズのゴール地点に達した。演奏会一つ一つが
大きな課題だったが、最終回では更に大きな目標が私を待っている。
　晩年に達すると、人は何を考え、感じるのだろう。今の私には想像し
かできないが、最終回で取り上げる究極の3つのソナタには次のような
ことが思い浮かぶ。どの作品も死神のような怖い存在と同時に、葛藤
や苦悩を耐え忍んだ境地を超えた、寛大な優しさを。それぞれの凝縮
された内容の中には、「まだ」というか、最後だからこそ訴えようとする、
内なる炎が燃えている。
　見事な対位法を用い、快活さを装いながらも、どこか寂しいモー
ツァルトの最後のソナタ。苦悩と恐怖、和解と優しさを、ピアノの持ち
味を使って華やかに表すウェーバーの最後のソナタ。そして青春の喜
びや懐かしさ、苦境と哀しみの間を彷徨い、人生の全てを語る、儚い
シューベルトの最後のソナタ。
　抒情。この上ない完成度。そして哀しみを垣間見せながらも常に生
きることへの愛を感じさせる深い感情。作曲家たちの最後の静かな訴
えを、皆さまに聴いていただきたい。

小菅 優


